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　天高くバルーン飛ぶ秋、到来。佐賀の人々にとって、稲刈りが
済んだ田んぼの上に熱気球が浮かぶ光景は、ごく当たり前のこ
とだ。それはバルーンフェスタの会期中に限らない。というのも、
フェスタの興隆とともに気球熱も高まって、いまや佐賀県は全国一
熱気球が盛んな地だからだ。登録気球数は100機を超え、日本気
球連盟の所属会員数は280名を数えている。
　佐賀平野は北に山地、南に有明海を擁して穏やかな気候に恵
まれている。稲と春麦の栽培期間を除いた10月から2月と5月から
6月が佐賀のフライトシーズンだ。熱気球は最後に農地のどこかに
着陸することになるので地元農家の理解が不可欠だが、佐賀で
は皆さん好意的。これは着陸地の所有者を確認して記念品を渡
すなどのバルーニストたちの努力の成果でもあるが、それだけ佐
賀では熱気球が身近な存在だということの表れでもある。
　佐賀バルーンフェスタ組織委員会の常任理事 兼 事務局長を
務める堤正之さんによれば、1978（昭和53）年、福岡県甘木市で
行われた参加者わずか5機のバルーンミーティングがそもそもの始
まりだった。

　翌年から競技がスタートし、3年目の1980（昭和55）年には佐賀
平野に会場を移して14機で開催された。その後規模を拡大し、
1984（昭和59）年からはアジア初の国際大会となって現在の名称
に改められた。1989（平成元）年と1997（平成9）年には世界選手
権を兼ね、それぞれ世界25カ国132機、38カ国170機が佐賀の空を
彩った。このうち1989（平成元）年には最大観客数を記録、117万
人が訪れている。
　メイン会場になる嘉

か せ

瀬川河川敷の広さを考慮し、現在は安全
管理上最適な115機ほどで行われている。会場のすぐ傍を走る
JR長崎本線にはフェスタ会期中だけ営業する臨時駅「バルーン
さが駅」が設けられている。さらに驚かされるのが、これほどの
大会を切り盛りする組織委員会が、ボランティアベースの任意団
体だということだ。
 「いずれ日本で国際大会を！ という熱い思いで、バルーニストが
立ち上げたのが始まりです。最初から一貫して自分たちでスポン
サーを集めて大会を自主運営しています」と堤さんはいう。　
　ふだんは理事6名、各分野の委員30名で組織委員会を運営して
いるが、大会期間中となると役員総数400名、スタッフ600名、清掃
などのボランティア2,000名の大所帯になる。長年携わっているベ

ゴールを目指して色とりどりの熱気球が行く。うまく風をつかまえた者だけが栄光を手中に 会期中に行われる“見る”ための幻想的な「夜間係留」

熱気球が大空を行く新時代の祭り

取材・写真協力／佐賀バルーンフェスタ組織委員会、増本 嘉浩 氏

佐賀

「佐賀インターナショナル
  バルーンフェスタ」
会期は７日間、90万人前後もの観客を集めるビッグイベント。バルー
ニストと地元農家との友好な関係づくりにより、またボランティアにも
支えられ、佐賀での開催は今年で31回目を数える。空を行く色とりど
りの熱気球は、いまやこの地では秋の風物詩だ。 

Saga

佐賀に根づいた熱気球の祭典
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いる家もあるのだとか。
　佐賀で秋の恒例行事となって31年。バルーンフェスタは佐賀の
空だけでなく、人々の心に色鮮やかな像を結んできた。増本さん
が「熱気球に乗りたい！」と思ったのも高校生だった1989（平成
元）年のフェスタがきっかけ。世界選手権優勝者がゴールにマー
カーを投げる光景を間近に見て大感激したことが端緒となったの
だという。「親子2代にわたって競技やボランティアに参加してい
るケースも多いんですよ」と増本さん。
 「あっ、気球だ！」と空を見上げる時、何故か人はみな笑顔にな
る。心を浮き立たせる、不思議な魅力が気球にはある。2011年の
佐賀インターナショナルバルーンフェスタは11月１日から７日まで、
競技は2日から6日の5日間の開催。バルーニストやスタッフ、観戦
するファンはもちろん、盛り沢山のイベントや売店で楽し人 も々含
め、今年も数えきれない笑顔に彩られることだろう。
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1・2.離陸準備。まず風を入れ、ある程度膨らんでからバーナーで熱した空気を入れる
3.離陸直前。増本さん（中央）は日本選手権やパシフィックカップで優勝した実力者4.地
上の仲間から情報を無線機で受けて操縦する5.１ｍ×10 ｍの布で設定した×印の
交点がターゲット。確実にマーカーを投下するためすれすれまで降下する場合も

メイン会場となるローンチエリア（離陸場所）。奥に臨時のバルーンさが駅がある

テランも多く、指示待ち人間はいない。任せて安心、これだけの
規模でトラブルはゼロだという。

　競技は風が安定する朝と夕方に設定されている。風任せなの
で、全部で19種ある競技のうちどれを行うかは天候の状態を見て
直前に決まる。強風でキャンセルになり、行われない場合もある。
競技の多くは、ゴール（ターゲット設定場所）にどれだけ近くマー
カーを投げ落とすかを競う。競技委員会が1カ所、あるいは複数の
ゴールを指定する競技もあれば、パイロットが離陸前にゴール位置
を自ら宣言する競技もある。また、離陸から一定時間後にどれだ
け遠くまで飛べるか、逆に移動距離の短さ（つまりいかに動かずに
いられるか、動いても元の位置に戻れるか）を競う競技も。
　熱気球はバーナーを炊いて中の空気を温めると上昇し、冷める
と下降する仕組みで、推進力は上下にしか働かない。ではどうやっ
て行きたい方向へ移動するのだろうか。実は風の向きと強さは高
度によってさまざま。熱気球では高度を調整することで風をつか
まえ、ゴールを目指すのだ。ではその競技の実際や熱気球の醍醐
味は――。今回はうってつけの人物にお話を聞くことができた。
フェスタの常連参加者にして日本を代表するバルーニストである
増本嘉浩さんだ。
 「風の状態は実際に飛んで知るだけでなく、地上クルーから情
報を得ます。他の気球の動きを見たり風船を飛ばして、風の状態
を無線機で逐一伝えてくれるのです。競技ではパイロットばかり
目立ちますが、バルーン競技は実はチーム力の勝負。私も大学で
熱気球を始めた当初は、飛ぶこと自体や目的地に近づくことに面
白さを感じていましたが、今は人との関わり合いがとにかく楽し
い。達成感を共有できるのが魅力ですね。バルーンというツール
ひとつでつながることができ、国内外、年齢や性別を問わず、多く
の人と交流できるのも大きな喜びです」。
　人々の交流には、運営に参加するボランティアも喜びを感じて
いるようだ。なかには海外の競技者をホームステイさせるボラン
ティアもあり、毎年迎える競技者と家族ぐるみの付き合いになって

1

3

4

5

2

笑顔をつなぐ熱気球の魅力


